
























































































The Japanese Red Cross Medical Society
復し、当時寝たきりの6才児が、大学を卒業し、就職、結婚され、本邦 LDLTの最長生存例となっています。
　さらに、1993年11月世界で始めて、成人の LDLT にも成功しました。この例は53才で移植後17年間生存した
ので、成功例と言って良いでしょう。この成功によって、LDLT は成人のあらゆる疾患に適応が広げられ、ド
ナーも夫婦間や、6親等以内の血族と、3親等にまで広げられました。ドナーの肝採取では最初から肝の流入血遮
断下に肝切除を行い、複数肝動脈の存在するグラフトでは、ほとんど1本の肝動脈再建で、クラフトの血行は十
分保たれることを証明しました。その他肝動脈のブランチパッチ、門脈やグラフトの様々な肝静脈再建法、肝静
脈再建の適応基準を発表してきました。また、凍結保存したホモグラフトも多用しています。BAの術後肝静脈
再建法も示してきました。さらに右外側領域グラフトは、我々が世界に先駆けて成功してきたものです。Small-
for-size に対しては信大で行われた尾状葉の利用に、さらに尾状葉肝静脈の再建も行いました。最後に手術に対
する考え方、手術法の開発、次世代の育成について述べたい。
10月
15日
（木）
教育講演Ⅱ
